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調査結果ニュースリリース 

2011年7月22日 

報道関係各位 

 

ワーキングプア（年収200万円以下）層の生活・意識調査 
 

自分の将来に希望が持てない 63.5% 

 

「生活が苦しくて、ホームレスになる可能性がある」 

自分の収入のみで家計を支えている層では 2 割にのぼる 

 

仕事は「大変」79.6% 

ワーキングプアであると感じた経験がある 6割 

 

我慢や節約しているもの「レジャー」54.7%、「通院（診察・治療）」も 20.6% 

1 日の食費は 770 円弱 

 

東日本大震災による影響 「全体的に生活が苦しくなった」17.0% 

 

自身に該当する最低賃金額を知っている 2 割強 

日本の最低賃金（全国平均730円）は低いと思う7割強 

 

政治に期待しているもの「景気対策」43.0% 

 

近年、日本では年収200万円以下のいわゆるワーキングプア層が急増しています。その数は既に1000万人を超

え、労働者の5人に1人がワーキングプアにあたる状況に陥っています。現在、国の中央最低賃金審議会では、今

年度の最低賃金改定の目安に関する議論が行われており、連合は、最低賃金の全国最低額（現在642円）を早期

に800円まで引き上げるべきだと主張しています。日本の最低賃金は世界的に見ても低い水準にありますが、経営

側委員は最低賃金の引き上げが企業の経営を圧迫しかねない、雇用が失われるなどと主張しています。しかし、

最低限の賃金が保障されなければ、個人消費は回復せず、結果的には企業業績も伸びないという悪循環からい

つまでも脱却できません。 

このため、今回、連合（日本労働組合総連合会）（http://www.jtuc-rengo.or.jp）（所在地：東京都千代田区、会

長：古賀 伸明）では、ワーキングプア層の生活意識・実態を通し、改めて社会的に最低賃金の在り方を考える契

機となるよう、本調査を実施しました。 

本調査は、モバイルリサーチ（携帯電話によるインターネットリサーチ）により、2011年06月28日～07月08日の11

日間において実施し、1000名（調査対象者：個人年収が200万円以下で、家計の1割以上を負担している20歳～59

歳の男女）の有効サンプルを集計しました。 
 
 
 

◆仕事の大変さ『大変』が8割、仕事の満足度『不満』が4割 

個人年収が 200 万円以下で、家計の 1 割以上を負担している 20 歳～59 歳の男女（男性 500 名、女性 500 名、

計 1,000 名）に、日頃の勤務状況として 1 週間の勤務日数、1 日の勤務時間を聞いたところ、1 週間の勤務日数で

は「週 6 日」19.7%、「週 5 日」56.6%、「週 4 日」11.1%となり、平均は週4.8 日となり、1 日の勤務時間では「5 時間」11.9%、

「6 時間」12.8%、「7 時間」14.0%、「8 時間」34.5%となり、平均は 7.0 時間となりました。 

調査結果 
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調査結果ニュースリリース 

 

また、仕事に対する気持ちとして、仕事の大変さ、仕事に対する満足度を聞いたところ、仕事の大変さでは『大変

（計）』は 79.6%（「大変である」26.2%と「どちらかといえば大変」53.4%の合計）と 8 割となり、『楽（計）』は 20.4%（「楽で

ある」2.1%と「どちらかといえば楽」18.3%の合計）と 2 割となりました。仕事の満足度では『満足（計）』は 59.4%（「満

足」13.0%と「どちらかといえば満足」46.4%の合計）と 6 割となり、『不満（計）』は 40.6%（「不満」8.4%と「どちらかといえ

ば不満」32.2%の合計）と 4 割となりました。 

 

◆自身に該当する最低賃金額を知っている 2 割強 

全回答者（1,000 名）に、「最低賃金制度」という制度を知っているか聞いたところ、「自身が勤める会社が守るべ

き最低賃金額まで知っている」は 22.3%と自身に該当する最低賃金額まで知っていたのは 2 割強にとどまり、「自身

が勤める会社が守るべき最低賃金額までは知らないが、制度があることは知っている」は 61.4%で、それらを合わ

せた『最低賃金制度の認知率』は 83.7%、「知らなかった」は 16.3%となりました。 

そして、自身が勤める会社が守るべき最低賃金を知っている 223 名に、自分の給与を最低賃金と比較したことが

あるか聞いたところ、「ある」は 70.0%、「ない」は 30.0%となりました。 

また、全回答者（1,000名）に、日本の最低賃金の水準「時給730円（全国平均）」についてどう思うか聞いたところ、

「高い」2.4%、「妥当」25.0%、「低い」72.6%と、7 割強が低いと感じていることが分かりました。 

 

◆我慢や節約しているもの「レジャー」54.7%、「通院（診察・治療）」も 20.6% 

◆東日本大震災による影響 「全体的に生活が苦しくなった」17.0% 

全回答者（1,000 名）に、現在の生活で我慢や節約しているものを聞いたところ、「レジャー（旅行含む）」54.7%が

最も多く、次いで「外食」50.2%、「衣料品」47.0%、「家電」42.3%、「食品・飲料品」41.3%、「お洒落着」40.0%が続きました。

また、医療に関わることを我慢や節約しているとの回答もあり、「通院（診察・治療）」は 20.6%と 2 割、「医薬品」11.7%、

「入院」3.9%となりました。 

男女別に見ると、「化粧品・美容用品」では男性 28.0%、女性 44.4%と 16.4 ポイント差で女性が高く、「レジャー（旅

行含む）」（男性 49.4%、女性 60.0%）や「お洒落着」（男性 35.0%、女性 45.0%）でも女性の方が 10 ポイント以上高くなり

ました。 

次に、食事について聞いたところ、1 日の食費（3 食分）では、平均金額（加重平均）は 768.2 円となりました。また、

普段よく食事をとる（買う）場所を聞いたところ、「自炊」が最も多く 68.3%、次いで「スーパー」53.0%、「コンビニエンス

ストア」25.9%となりました。 

そして、東日本大震災以降、生活や仕事にどのような影響があったか聞いたところ、「全体的に生活が苦しくなっ

た」17.0%、「労働時間を短くされた」10.3%、「自宅待機・出勤停止にされた」8.4%となりました。「とくに影響は感じな

い」は 62.9%と 6 割強となりました。 

 

◆「生活が苦しくて、ホームレスになる可能性がある」 

自分の収入のみで家計を支えている層では 2 割 

◆現在の生活に『不満』6 割弱、約 4 人に 3 人は「何とかしたいと思う」 

◆ワーキングプアであると感じた経験がある 6 割 

全回答者（1,000 名）に、現在の生活についての実態や実感を聞いたところ、『あてはまる（計）』（「非常にあては

まる」と「ある程度あてはまる」の合計）の値を見ると、生活に関する項目では、「世の中はやはりお金だと感じてい

る」80.1%が最も高く、次いで「収入アップは無理だと感じている」78.8%、「貯蓄は無理だと感じている」67.3%、「自分

の将来に希望が持てない」63.5%が続きました。 

家計負担割合別に見ると、『自分の収入のみで家計を支えている』層では、「生活が苦しくて、ホームレスになる
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可能性がある」が 19.7%となっており、2 割があてはまると回答しました。 

 

社会に関する項目では、「貧困層は増加していると感じている」80.9%が最も高く、次いで「貧富格差社会の中に

いると実感している」79.8%、「社会が衰退していると感じている」76.2%、「世の中の厳しさや薄情さを感じている」

74.0%が続きました。また、仕事・企業に関する項目では、「仕事を失うことが怖い」71.8%が最も高く、「企業は終身雇

用を目指すべきと感じている」60.0%が続きました。 

現在の生活についての実態や実感からは、仕事やお金に対する危機感を感じている様子が窺えます。 

 

次に、現在の生活について満足度を聞いたところ、『満足（計）』（「満足」3.7%と「どちらかといえば満足」38.4%の合

計）は 42.1%と 4 割強となり、『不満（計）』（「不満」15.2%と「どちらかといえば不満」42.7%の合計）は 57.9%と 6 割弱と

なり、『不満（計）』が『満足（計）』を上回りました。 

また、現在の生活に不満（「不満」もしくは「どちらかといえば不満」）と答えた 579 名に、現状についてどう思うか

聞いたところ、「何とかしたいと思う」74.4%、「仕方ないと思う」25.6%と、現在の生活に不満のある人の約 4 人に 3 人

は何とかしたいと思っていることが分かりました。 

 

全回答者（1,000 名）に『「ワーキングプア」とは「働く貧困層」の意味で、正社員並みに働いているが、年収 200 万

円以下の人たちなどのことを言います。』との説明後に、自分自身がワーキングプアであると感じたことがあるか聞

いたところ、「ある」は 60.2%、「ない」は 39.8%となり、回答者の 6 割がワーキングプアであると感じた経験があるとい

う結果となりました。 

 

◆政治に期待しているもの「景気対策」43.0% 

次に、政治に期待しているものを聞いたところ、「景気対策」が最も多く 43.0%、次いで「社会保障の充実」31.3%、

「減税」31.2%、「雇用の維持・拡大」30.7%、「子育て支援」18.2%が続きました。また、「政治には何も期待できない」は

27.1%となりました。 

年代別に見ると、50代では「景気対策」が53.3%、「社会保障の充実」が45.7%で他の年代よりも高くなっており、30

代では「子育て支援」が 24.3%で他の年代より高くなりました。 
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◆まとめ 

今回の調査結果は非常に厳しい内容となりました。年収 200 万円以下の層では、今後の収入アップも見込めな

いと考える人が 8 割弱、将来に希望が持てないと考える人が 6 割を超え、悲観的な生活実態を表しています。 

平均の勤務状態を見ると、週 4.8 日、1 日 7 時間労働という結果で、ほぼ正社員に近くあり、約 8 割の人が自分

の仕事を「大変」と考えています。にもかかわらず、結果的にその頑張りが賃金に反映されず、ワーキングプアがい

わゆる「ハード・ワーキング・プア」へと深刻化していると考えられます。 

最低賃金に関して見ると、最低賃金制度自体は 8 割以上の人が知っているものの、実際に自分に当てはまる最

低賃金額となると、知っている人は 2 割程度にとどまります。こうした実際的な矛盾や疑問をどう解消すべきなのか、

どこにぶつけるべきなのか、行政としても労働組合としても課題が浮き彫りになっています。 

生活感について食費で見ると、1 日 768．2 円、3 食に換算すると、1 食 256 円程度となり、かなり切り詰めた生活

であることが分かります。こうした現在の生活に不満を持つ人の 4 人に 3 人は「何とかしたい」と思っており、その声

にいかに応えるのかは、格差解消に向けた大きな政治的課題です。そして同時に、連合としても「働くことを軸とす

る安心社会」を実現する上で、最低賃金水準の改善に取り組む必要があることを改めて認識させる調査結果となっ

ています。 
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◆日頃の勤務状況_勤務日数
　（単一回答形式）
_全体

19.7

56.6

11.1

2.3

0.3

0.2

0.3

2.1

7.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週7日

週6日

週5日

週4日

週3日

週2日

週1日

2週間に1日

1ヶ月に1日

それ以下

全体 【N=1000】

平均：4.8日

 
◆日頃の勤務状況_勤務時間
　（単一回答形式）
_全体

0.1

0.9

2.9

11.9

14.0

34.5

6.6

4.3

1.0

1.8

0.4

0.2

0.1

0.9

12.8

7.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間

13時間

14時間

15時間

16時間以上

全体 【N=1000】

平均：7.0時間
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大変（計） 楽（計）

79.6 20.4

満足（計） 不満（計）

59.4 40.6

◆仕事の大変さ

　（単一回答形式）

_全体

26.2 53.4 18.3 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 【N=1000】

大変である どちらかといえば大変 どちらかといえば楽 楽である

◆仕事の満足度

　（単一回答形式）

_全体

13.0 46.4 32.2 8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 【N=1000】

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満
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最低賃金

制度

認知率

83.7

◆「最低賃金制度」を知っているか

　（単一回答形式）

_全体

22.3 61.4 16.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 【N=1000】

自身が勤める会社が守るべき最低賃金額まで知っている

自身が勤める会社が守るべき最低賃金額までは知らないが、

制度があることは知っている

知らなかった

◆自分の給与を最低賃金と比較したことがあるか

　（単一回答形式）

_全体

※自身が勤める会社が守るべき最低賃金を知っている人

70.0 30.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 【N=223】

ある ない

◆日本の最低賃金水準「時給730円」（全国平均）についてどう思うか

　（単一回答形式）

_全体

2.4

25.0 72.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 【N=1000】

高い 妥当 低い
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◆現在の生活で我慢や節約しているもの
　（複数回答形式）
_全体・男女別
※上位10位までを抜粋

50.2

47.0

42.3

40.0

34.6

33.9

31.4

49.4

50.2

43.2

43.8

42.8

35.0

28.0

31.0

31.8

32.4

60.0

50.2

50.8

40.8

39.8

45.0

44.4

38.2

36.0

30.4

54.7

41.3

36.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

レジャー（旅行含む）

外食

衣料品

家電

食品・飲料品

お洒落着

化粧品・美容用品

家具・インテリア

アクセサリー

書籍・漫画・雑誌

全体 【N=1000】 男性 【N=500】 女性 【N=500】
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◆現在の生活で我慢や節約しているもの
　（複数回答形式）
_全体・男女別
※上位11～20位を抜粋

24.4

22.9

20.6

18.2

11.7

11.5

10.9

30.0

28.0

19.4

20.6

20.0

20.6

18.0

13.2

12.4

11.6

30.4

20.8

26.4

20.6

18.4

15.8

8.6

10.2

10.6

10.2

13.3

19.2

30.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

映画・ＤＶＤ・ビデオ

自動車

下着

通院（診察・治療）

生命保険・医療保険

お酒

ギャンブル

医薬品

引っ越し

インターネット

全体 【N=1000】 男性 【N=500】 女性 【N=500】
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◆現在の生活で我慢や節約しているもの
　（複数回答形式）
_全体・男女別
※上位21位以降を抜粋

10.1

9.3

7.2

5.3

3.9

3.3

1.4

7.2

10.6

10.6

9.0

9.6

9.0

6.2

5.8

4.4

2.6

1.6

8.0

9.8

9.6

9.6

4.8

4.0

4.4

4.2

3.4

4.0

1.2

6.4

10.2

6.5

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ペット

マイホーム購入

固定電話

恋愛

タバコ

結婚

冠婚葬祭の出席

入院

出産

その他

我慢や節約している
ものはない

全体 【N=1000】 男性 【N=500】 女性 【N=500】
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◆1日の食費（3食分）
　（単一回答形式）
_全体

3.9

6.6

7.1

13.7

9.3

6.6

11.7

19.0

4.3

0.6

8.1

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

99円以下

100円～199円

200円～299円

300円～399円

400円～499円

500円～599円

600円～699円

700円～799円

800円～899円

900円～999円

1000円～1499円

1500円以上

全体 【N=1000】

平均：768.2円
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◆普段よく食事をとる（買う）場所
　（制限複数回答形式_2つまで）
_全体

53.0

25.9

6.0

4.3

2.9

0.8

2.7

3.9

5.3

68.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自炊

スーパー

コンビニエンスストア

ファミリーレストラン

ファストフード

弁当店

牛丼チェーン店

定食屋

立ち食いそば・うどん

その他

全体 【N=1000】
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◆東日本大震災以降、生活や仕事にどのような影響があったか
　（複数回答形式）
_全体

10.3

8.4

6.0

1.4

62.9

17.0

1.9

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体的に生活が苦しくなった

労働時間を短かくされた

自宅待機・出勤停止にされた

各種休暇が取りにくくなった

賃金を下げられた

解雇された

その他

とくに影響は感じない

全体 【N=1000】
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調査結果ニュースリリース 

あてはまる

（計）

80.1

78.8

67.3

63.5

25.7

18.8

11.1

◆現在の生活についての実態や実感_生活に関する項目

　（単一回答形式）

_全体【N=1000】

12.8

12.4

21.0

20.4

42.6

10.1

28.8

25.9

57.2

52.8

5.8

13.9

7.3

30.2

44.7

30.7

28.6

2.6

8.1

2.5

49.9

34.1

36.6

34.9

23.1

10.7

8.6

7.1

7.3

3.1

3.4

9.0

4.4

5.7

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

世の中はやはり

お金だと感じている

収入アップは

無理だと感じている

貯蓄は

無理だと感じている

自分の将来に希望が持てない

世の中は

お金じゃないと感じている

消費者金融への返済が

苦しいと感じている

生活が苦しくて、

ホームレスになる可能性がある

非常にあてはまる ある程度あてはまる

あまりあてはまらない 全くあてはまらない

わからない
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調査結果ニュースリリース 

あてはまる

（計）

19.7

◆現在の生活についての実態や実感_生活に関する項目

　（単一回答形式）

_自分の収入のみで家計を支えている層【N=244】

29.94.9 14.8 43.9 6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活が苦しくて、

ホームレスになる可能性がある

非常にあてはまる ある程度あてはまる

あまりあてはまらない 全くあてはまらない

わからない

 
 

 

あてはまる

（計）

80.9

79.8

76.2

74.0

35.7

◆現在の生活についての実態や実感_社会に関する項目

　（単一回答形式）

_全体【N=1000】

8.2

13.7

12.8

19.5

51.2 7.4 5.710.8

29.0

34.0

39.4

38.2

24.9

45.0

42.2

40.4

42.7
0.7

1.9

1.2

2.5

10.2

4.6

9.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貧困層は増加している

と感じている

貧富格差社会の中にいる

と実感している

社会が衰退している

と感じている

世の中の厳しさや

薄情さを感じている

男女格差社会の中にいる

と実感している

非常にあてはまる ある程度あてはまる

あまりあてはまらない 全くあてはまらない

わからない
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調査結果ニュースリリース 

あてはまる

（計）

71.8

60.0

53.7

47.9

47.2

39.2

◆現在の生活についての実態や実感_仕事・企業に関する項目

　（単一回答形式）

_全体【N=1000】

19.0

22.0

25.5

37.0

30.4

43.8

7.3

10.7

15.1

6.311.0

5.2

14.3

13.0

24.6

37.9

28.2

42.0

33.6

40.7

35.4

33.9
5.6

3.0

2.8

12.1

3.6

15.0

18.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事を失うことが怖い

企業は終身雇用を

目指すべきと感じている

企業は成果主義を

重視すべきと感じている

仕事での対人

コミュニケーションが

苦手と感じている

企業によるリストラは

仕方がないと感じている

仕事から得られるもの

には期待しない

非常にあてはまる ある程度あてはまる

あまりあてはまらない 全くあてはまらない

わからない
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調査結果ニュースリリース 

満足（計） 不満（計）

42.1 57.9

◆現在の生活の満足度

　（単一回答形式）

_全体

3.7 38.4 42.7 15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 【N=1000】

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満

◆現状についてどう思うか

　（単一回答形式）

_全体

※現在の生活に「どちらかといえば不満」「不満」と回答した人

74.4 25.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 【N=579】

何とかしたいと思う 仕方ないと思う

◆自分自身がワーキングプアであると感じたことがあるか

　（単一回答形式）

_全体

60.2 39.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 【N=1000】

ある ない
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調査結果ニュースリリース 

◆政治に期待しているもの
　（制限複数回答形式_3つまで）
_全体・年代別

31.3

31.2

30.7

13.3

10.8

8.6

1.5

27.1

42.1

29.9

29.5

28.4

17.6

14.2

12.3

9.6

10.3

1.9

27.2

41.8

27.2

32.8

28.0

24.3

12.3

10.8

10.4

10.1

2.6

28.7

41.5

31.1

31.1

31.7

17.2

14.5

12.0

12.0

7.1

0.8

27.3

53.3

45.7

31.4

40.0

7.6

9.5

12.4

10.5

5.7

0.0

21.9

43.0

18.2

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

景気対策

社会保障の充実

減税

雇用の維持・拡大

子育て支援

財政再建

所得の再分配

環境対策

教育水準の改善

その他

政治には
何も期待できない

全体 【N=1000】 20代 【N=261】 30代 【N=268】

40代 【N=366】 50代 【N=105】
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調査結果ニュースリリース 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、「連合調べ」と 
付記のうえご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 

 
 

 
 

連合（日本労働組合総連合会） 労働条件局  担当：大久保 

 総合企画局  担当：ヤロシュ 

 

TEL  ：03-5295-0517（労働条件局）、03-5295-0510（総合企画局） 

 

E メール ：jtuc-chingin@sv.rengo-net.or.jp （労働条件局） 

         ：jtuc-kikaku@sv.rengo-net.or.jp  （総合企画局） 

 

受付時間 ：10 時 00 分～17 時 30 分（月～金） 

 

 

 

 

組織名 ：連合（日本労働組合総連合会） 

代表者名 ：会長 古賀 伸明 

発足 ：1989 年 11 月 

所在地 ：東京都千代田区神田駿河台 3-2-11 総評会館内 3F-8F 

業務内容 ：すべての働く人たちのために、希望と安心の社会をつくる 
 

 

◆調査概要◆ 

 

◆調査タイトル：ワーキングプア（年収200万円以下）層の生活・意識調査 
◆調査対象：ネットエイジアリサーチのモバイルモニター会員を母集団とする 

個人年収が200万円以下で、家計の1割以上を負担している20歳～59歳の男女 
◆調査期間：2011年06月28日～2011年07月08日 
◆調査方法：インターネット調査 
◆調査地域：全国 
◆有効回答数：1,000サンプル（有効回答母数から1,000サンプルを抽出） 
◆実施機関：ネットエイジア株式会社 
           （担当：吉田） 

■■報道関係の皆様へ■■ 

■■本調査に関するお問合せ窓口■■ 

■■連合（日本労働組合総連合会） 概要■■ 


